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　　！’・．第1．5回宇宙開発委員会定例会議議事要旨　　　　　　　’

　　1　旧　時一昭和44年8月6日（・水）　午後2時～4時’，

　　宗　場●所’．科学技術庁第2会議室　　．　　．　・‘

　　　　　　　　　　　　　　　ズ　ノ　　3噛議題（1）前回議事要旨の確認　　　　　　　、

　　　　　　　②日米技二三について♂　　　　　1．
．　　（5）縮開購業曝立委員今の発足や硲℃
　　　　　　　．．（4プ，宇宙開発事業団法施行令について，

　　　　　　　（5∫貝ケット打上げ実鹸計画について’．

　　1　　∫　（6）その他㌔，臨’　．．㌧

　　’4，・出席者．＿　　●、＼∫　・　1　　　　＼

　　　　　委員長代理・　山　県・昌央　　　’、　一・ご

　　　　　委　耳，関　義・長1
　　　　、．〃　．、大野勝’三　．．　．　．，1
　　　　・関係行政機関職員’．一、一ご　　㍉．一．

　『　　　　内閣総理大臣官房審議室長（代理3大臣官房正忌室
　　　　　　，一，）’　　　　紙　　・　　　岡ご野・英雄）

　　　　　　科学技術庁研究調整局母　　 石川晃夫
、　　　　：科学拉術庁研究調整局宇宙開発参事官

　　　　　　　一ご　・・＼　一．　’・加’藤博男

・　・群技術庁研究離塁宇宙開発課長蘭．ψ重道
　　∴ノ宇宙開発推進本部総括開発官・た1三一田泰弘．，

　　　　　　外務省国際連合局外務参事官（代理：国際連合局科学課
　　　　　　　　　．ヤ　　’∫　　’　・　長　　矢甲部厚彦）

／，＝：　∫　・．　．・　　　　＼．・一

　　　　　　　　　　　　　　　　　ズ

　　　　文附糊局騨（代理3柳葉騨急騰

　　　東京大学宇宙航空研究所教授　 玉木章夫
　　　通商産業省士業技術院甲羅部長（代理：総務部総務課

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　若林　俊一郎）

　　　適省‡『官房参事官（惚大臣官零副集策整画裏）

　　　　気象庁三野蔀長（代理3気象研究所総務部研究業務課、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中　村　　　繁）

／　　　海上保安庁総務部長（代理3水路部回暦課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山　崎　’・昭）1
　　　　鉱省電濫理局燕官ぐ代理3畷魏三三欄査課

．．　　　　　　　　　　　　　　　中条晶、雄），，

　　　　盤面理嚇翻轟轟電灘心墨．

　　　　建設大臣官房技術参事官（代理9大臣官房技術調査室
　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　碇　　　公男）．、

　　　事勝局，　　　　　　／
　　　　科学技術庁研究調整局宇宙企面課長，

　　　　ン　㌦ノ　　　　．　　．　堀之北，克・朗他

　　委17－1　第16回宇宙開発委員会定例会議議事要旨

罫＝1亀

　　委17－47宇宙明発事業団殺立委員名簿　　　・，

　　委17つ宇宙開発事業団即行令・　，：一

　　委171「φ昭和44年8’9肺rケシト批げ騨一覧，
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　　　　　　甲委17－7，第8回ロケツ｝打上げ実験について

　　　　　6　議事要旨．

　　　　　　（1》前回議事要旨の確認

　　　・　　　’「第16回宇宙開発委員会定例会議議事要旨」が確認され一

　　　　　　　た。　　　　　．、

　　　　　　②．月給技術協ガについヤ

」　　　　　　　　外務省国際連合理科学課矢田部課長から日米技術協力問題．

　　　『　に関する緯縞鉢年7丹5」餅米両国回船奪撚
　　　　　　　一才tた李換公文につき説興が行なわれたのち委員力芝の質問に

　　　　　　　対し、次の妨裸足説嚇あった1㌦，1…，・二

　　　　　　　⑳この書鮫換ρ後も㍉日興国四脚紳て早舞P・、

　　　　　　　　に関する文書につきく両国政府間で打合甘が必要となろう。

’　　←）米国から導送れることとなる蹄はいわゆる・．

　　　　　　　、⑳蜘細蟹のとなつやるカミ解発討照降め

　　　　　　　　るため具体的な導入可能の技術及び機器を凍める場合に：はし

　　　　　　　　米国側と事前た話し合うζとヵ泌要脚ちうρ・、

　　　　　　（3プ宇宙開発事業団殺立華鼻会の発足について　F㍉

　　　　　　　∴糊支術庁研究関聯宙麟調山課長から轄開発事
　　　　　　　業面設立委員会の発足について説明があρた。

　　　　　　（ダ宇宙開発事業団法施行令について　・一　’G

　　　　　　　　群獅庁碑離平野開辮寒山謙恥ら霜開脚
　　　　　　　業団法施行令について説明があ禁のち委員の質閂回して・・

　　　　　　　次のような補足説明が行なわれた6　　．　　・　　て
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　○’この施行令によって国立又は公立の大学の教授等も躯業

　　．団の非常勤役員となりうることとなρた。・

⑤㌧’ロケット打上げ実験計画について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「一科学技術庁研究躍樽宙醗課園団長力∫ら・ケット打

　上げ実験に至る経緯につき説明ののち、宇宙開発推進本部一

，黒曄括開発官から昭和44鞭・ケット打≠げ実験計画
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　　り、一開明が一層平準される’ものと考えるq二

　②東京大学宇宙航空研究所は今回L－4回忌・よびし－4S
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頚蜘
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●

●’

！

孝　　　　　　　　　1：唄 訂i羊三三：三顧
田湘4す茸衷

T算穿ズ顧

守宙瑚癸踏員会　　　　　噛

ﾃ　是　顧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　」

匤★¥旨商二二卑、および積第三礎

、

．．蘇量の縮嫉脚な・涛覇薦の離能化1て資寸ろ。

一

㊥灘糖四刻て則る醗
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　ビソ引エラ」凸，蝋幻，のように回すろ亦晦どなう．そ掴．

．エレ外臥ス舛ツフナットを糊し・／解繊の籾四一嚥
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